
カラカス日本人学校は大きな家族です！ 昨年も今年も来年も、ずっとずっと大切な家族です！
始まりはいつも胸高まります。始まりはいつも心躍ります。始まりはいつもｶﾗｶｽ晴れ！

４月 23 日（土）に今年度最初の大きな行事，授業参観・学級懇談会・全体懇談会・ＰＴＡ総会・ＰＴ

Ａ歓迎パリージャを行いました。新しい年度，新しい先生，新しい学級，新しい教室，新しい教科書…，

新鮮な風が学校中に吹いているような，全てが新しい出発の日になりました。カラカス日本人学校，ＰＴ

Ａの船出です。どんなことが待っているのか，喜びと期待にあふれる１日（「始めの一歩」）になりました。

参加してくださった理事，保護者の皆様に心より感謝申し上げます。有り難うございました。

■■カラカス六景のご紹介■■

今年も鯉のぼりがアティージ

ョの緑の風を受けて泳ぐ中，新

しい集団で授業（体育）がスタ

ートしました。最近のブームは

卓球，気分はどんどん新しい挑

戦に向かっているようです。と

ってもいいことです。身体測定，

アパルセロ校医先生の内科検診，

何をするにも健康な身体が一番

大切ですから…。校舎も雨漏り

で，新しい工事。４月は何もか

も「新」の文字が似合います。

平成 28(2016)年 4 月 28 日
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目指す児童生徒像 よく考える子 思いやりのある子 進んでやりぬく子 強くたくましい子 日本もベネズエラもよく知る子
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【全体懇談会 校長の話より】 …グローバル人材育成のために必要な力について話します。「想像力」人の気持ちを想像するとか、自分の未来

を想像するとか、そんな相手の立場、自分や国の未来を想像する力は重要です。「行動力」自分から行動したり、発表したり、積極的に行動でき

る力は重要です。行動しなければ失敗もできない。失敗から子どもは多くのことを学ぶのです。子どもたちを批評家や傍観者にしないために、行

動したことを常にほめてあげて、積極的に行動する力を育てることが重要です。「肯定力」ものの見方、考え方を教えることが教育です。そのと

き、物事を批判的に見るのではなく、肯定的に見る力が必要です。それが次の行動を生み出します。前向きな生き方、積極的な生き方を育みま

す。「国際性」みんなちがってみんないい。これが国際性の原点です。互いの違いや個性を認められること、この力、度量こそが国際性です。学

校と家庭、地域社会で子どもたちにこうした力を育てていきましょう。子どもたちは、未来の世界を担うグローバル人材の卵なのですから…。


